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断(ucchedaでなく，生ずる (utpada なく，減すること (nirodha) な ）｝
でなく，常（§話vata)でなく，一義(ek5rthat5)でな<,異義(nanarthata)て
なく，来ること(5gama)なく，去ること(nirgama)がないからである』と。力
ウシカよ'〔般若波羅蜜を〕現に説いているその諸々の善男子・善女人は，このよ
うに似て非なる般若波羅蜜を説くことがないであろう。それ故，カウシカよ’実に
善男子．善女人によって，このように般若波羅蜜の義(artha)が表現されなけれ
ばならない(vyapadeStavyah)。このように〔般若波羅蜜を〕現に説いているその
諸々の善男子．善女人は，さらに多くの功徳(puIlya)を得るであろう。しかし，
先の〔似て非なる般若波羅蜜を解説する〕その諸々の善男子・善女人は〔さらに多
くの福徳を得ることは〕ないのである｡」
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